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2017～2018年度   ◆ 例会日／木曜日１２：３０ ◆ 例会場／かむろみの郷 穴原温泉 匠のこころ 吉川屋 

ＲＩ会長 イアン H.S.ライズリー    事務局/〒960-0282 福島市飯坂町湯野字新湯６ (吉川屋内) (024)542-2226 Fax(024)542-3604 

サンドリンガム・ロータリークラブ（オーストラリア） 

 

飯坂ロータリークラブ創立６０周年記念事業 

野外用ポール型電波時計塔贈呈式、記念桜苗木植樹式 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  飯坂ロータリークラブ 創   立   昭和 33 年（1958）5 月 5 日 

ガバナー   鈴 木 邦 典 

ガバナー補佐  佐 藤 吉 弘 

会   長     佐 藤 真 也 

幹   事     菅 野 浩 司 

       

 

 

週  報  
報 

【第１部 時計塔贈呈式】 
１、開式 
２、出席者紹介 
   福島市長                 木幡 浩様 

福島市役所都市政策部公園緑地科部長      鈴木 守様 
  飯坂観光協会  会長           畠 隆章様 
  飯坂サポーターズクラブ  理事長       佐藤耕平様 
  ＲＩ第２５３０地区県北第二分区ガバナー補佐    佐藤吉弘様 
  ＲＩ第２５３０地区県北第二分区幹事      佐藤允昭様 
  ＲＩ第２５３０地区県北第二分区幹事      大槻博太様 
３、飯坂ロータリークラブ会長挨拶 
４、時計塔設置・目録贈呈 
５、謝辞  福島市長 
６、記念撮影 
７、閉式                会員参加  ２２名 

《第 2530 地区活動目標》 
１．各クラブへのサポート強化 
２．人道的奉仕の重点化と増加 
３．ロータリー公共イメージと 

認知度の向上 
４．RI会長賞に挑戦しよう 
５．ロータリー財団への協力 
６．米山記念奨学会への協力 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【第２部 記念植樹式】 
１、開式 
２、出席者紹介 
  飯坂観光協会  会長            畠 隆章 様 
  飯坂サポーターズクラブ  理事長      佐藤耕平様 
  地  主                  西山友幸様 
  ＲＩ第２５３０地区県北第二分区ガバナー補佐 佐藤吉弘様 
  ＲＩ第２５３０地区県北第二分区幹事     佐藤允昭様 
  ＲＩ第２５３０地区県北第二分区幹事     大槻博太様 
３、飯坂ロータリークラブ会長挨拶 
４、記念植樹（鍬入れ） 
５、記念撮影 
６、閉式                会員参加  ２１名 



通 算  
 

通 算  
 

 

 

  

第33回 [ 2908 ]回目 例会報告   平成30年 (2018） ３月２５日（日） 
                    出席委員会報告 

２２日例会振替 
 
◆開 会 点 鐘  佐藤真也 会長 
 
◆ロ-タリｰソング 〔手に手つないで〕 村上裕司 会員 

 
◆四つのテストの唱和 斎藤孝裕 職業奉仕委員長 
 

◆お客様紹介 ❀飯坂サポーターズクラブ 理事長 佐藤耕平 様 

❀県北第二分区ガバナー補佐    佐藤吉弘 様 福島北ＲＣ 

❀県北第二分区幹事        佐藤允昭 様 福島北ＲＣ 

❀県北第二分区幹事        大槻博太 様 福島北ＲＣ 

あ     ❀福島民報社 飯坂支局長     松崎義将 様 
 

∮ 今週の誕生日   ♬♬ ♬ ♬ ♬ 3 月 28 日 二瓶 貢 会員 ♫♫♫♫♫ 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

[小松 淳会員挨拶] 

餞別までいただきありがとうございました。会

津に行きますが、後任の松崎を宜しくお願いいた

します。 
 
[松崎義将様挨拶（４月入会民報飯坂支局長）] 

郡山から参ります松崎義将と申します。２８歳です。若

い力で頑張ります。宜しくお願いいたします。 

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥lunch time‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 
◆会長あいさつ 

本日は日曜日のお忙しいところ、また、１０時から６０周年記念事業の時計塔の贈呈

式と１１時から植樹式にご出席いただきましてありがとうございます。おかげさまで６

０周年記念の３つの内の２つが完了いたしました。あとはメイン事業の飯坂の歴史シリ

ーズの歴史本の発刊が残っておりますのでご協力宜しくお願いいたします。昨日は新入

会員オリエンテーションが県北第一第二分区合同で行われました。新会員として早速で

すが、西山会員にご出席いただきました。内容といたしましては、次年度の県北第一第

二両ガバナー補佐お二人が講師となり、ロータリーの講義が行われました。４名の新会

員の皆様から発表がありまして、元ＴＵＦの常務の佐藤信雄さんのお父様が持っていた

四つのテストの紙をお持ちになっていて、すごく歴史を感じる昔の古い四つのテストに

感動いたしました。また、バッチを忘れた方がおり、最後の大橋パストガバナーの講評でバッチは常に付け外しし

ないで付けていなさいと、ある先輩のお話ではパジャマにまでバッチを付けていたという方がいて、皆さんもそれ

ぐらいの気概で常に付けてお仕事していただきたいと思っております。 
 
◆幹事報告 菅野浩司 幹事 
Ａ．来 信 

 ❶国際ロータリーより  
「2018 年ロータリー国際大会信任状提出について」 

Ｂ．メーキャップ報告 
３／１９ エコキャップ回収            佐藤喜市郎、安斎忠作 各会員 
３／２４ 県北第一第二分区合同オリエンテーション 佐藤真也、菅野浩司、吾妻一夫、村上裕司、西山友幸 各会員 

 
◆スマイリングＢＯＸ 千葉政行 委員 【合計３－７９】 

会員総数 38 名  

出席会員 23 名  

欠席会員 15 名 

出席率  60.53% 

言行は此れに照らしてから 

 四つのテスト   

1,  真実 か どうか 

2,  みんなに 公平か 

3, 好意と 友情を 深めるか 

4,みんなの為に なるかどうか 

 

24日：ユネスコ本部でのロータリーデー 

ロータリーソング ４つのテスト 



県北第二分区様 ガバナー補佐公式訪問を記念して 7,000円 
安斎 忠作会員 2J 60周年記念事業御来賓をお迎えして 先日、叙勲祝に多くの方々より祝っていただいて 
佐藤 真也会員 Ｊ 佐藤吉弘ガバナー補佐はじめゲストの皆様をお迎えして 贈呈式、植樹式ご出席ご協力ありがとうございました。 
斎藤 孝裕会員 Ｊ ガバナー補佐、分区幹事をお迎えして 時計塔贈呈、桜植樹をお祝いして 
畠  隆章会員 Ｈ 時計塔の設置引渡しが無事終了して 皆様のご協力ありがとうございました。ガバナー補佐をお迎えして 
千葉 政行会員 Ｈ ・記念事業無事終わりました。参加された皆様お疲れ様でした。 

・聖光応援に行ったかいがあり初戦勝利しました。皆様の応援ありがとうございました。 
吾妻 一夫会員 Ｈ ガバナー補佐、分区幹事をお迎えして 
篠木 勝司会員 Ｈ 分区ガバナー補佐、分区幹事さんをお迎えして 
菅野 浩司会員 Ｓ 電波時計塔贈呈式、植樹式を祝して 佐藤ガバナー補佐、佐藤・大槻分区幹事をお迎えして 
渡邉 宏 会員 Ｓ 先日、村上・菅野両者に大変お世話になりました。 
村上 裕司会員 Ｓ 佐藤ガバナー補佐をお迎えして。先日はみなさんおつかれ様です。 
小松 淳 会員 Ｓ ４年間お世話になりました。ありがとうございました。後任の松崎をよろしくお願いします。 

 
◆ 会員スピーチ  国際ロータリー第 2530地区県北第二分区ガバナー補佐   佐藤吉弘 様 

先程は６０周年記念ということで時計の贈呈並びに植樹の方に参加させていただき

ました。６０周年本当におめでとうございます。飯坂ロータリーに初めてお邪魔した

時に、ちょうど飯坂の歴史のお話を聞かせていただいて、自分もちゃんと知る必要が

あるのだなと思いました。私の前の本籍は伊達郡桑折町字沢で佐藤新右衛門の流れだ

とは聞いておりました。飯坂ロータリークラブに出て飯坂の歴史の話を聞いて、たま

たま桑折町の伊達郡役所で西根堰の展示があり、字沢は昔の桑折の中町という所でそ

こに佐藤新右衛門が居たというお話で、そうすると繋がるのだなと思いました。これ

も飯坂に訪問させていただいたおかげだと思っております。 

今年度の鈴木ガバナーの方針として、各クラブへのサポートの強化、人道的奉仕の重点化と増加を挙げておられ

ます。地区では、猪苗代湖の水草取りを第二分区も地区に協力して参加をしております。また、ロータリーの公共

イメージと認知度の向上では、マスコミに取り上げていただいたロータリーということを分かってもらうという

ことも大事なのだろうと思います。ロータリーの義務ですが、「例会の出席義務」「会費の納入義務」「ロータリー

の購読義務」があります。ＲＩの発表によりますと、昨年２００以上の国と地域にクラブ数３万５７８４クラブ、

会員総数１２３万人強おります。日本は去年１２月３１日現在２２７２クラブ、会員総数８万９５１６人。残念な

がら、地区では前年比２１人の減少です。先日、ロータリーの友で日本のロータリー１００周年実行委員会アンケ

ートの調査結果がありました。ＷＥＢ方式でアンケートをとり、クラブの現状と課題について、複数回答ですが、

会員の高齢化が５２．９％、会員の減少５２．８％でこの二つが多いのです。次にクラブの運営について、これも

複数回答ですが、例会委員会活動のマンネリ化が３３．７％、ネット対応に不十分３１．６％、会員に対する研修

不足が３１．２％、公共イメージ認知度の低さが２８．５％、この辺がクラブ運営についての悩みというところで

す。それから、ロータリーを続ける理由は何ですかというという問に対して、異業種交流が出来る７７．７％、生

涯の友人仲間が出来る７０％、自己研鑽と学習、成長の機会が５５．１％、例会が楽しいが５２．３％とこのよう

な回答になっております。また、規定審議会におけるクラブ運営の大幅な柔軟性では、従来通りの運営は５３％と

なりました。現在の例会回数でやろうというのが第二分区の皆さんの意向です。国際ロータリーの会長は会員に若

い人を入れていかないとロータリー活動が続きませんというようなことをおっしゃっております。会員増強にご

協力をいただければと思います。 

最後に、NHK の番組で九頭竜町の吉田酒造の社長さんの言葉で、５０代で亡くなられたそうですが、｢目がと

どく 手がとどく、心がとどく酒造り｣をモットーにされていたそうです。私たちも「目がとどく 手がとどく 心

がとどくロータリー」でありたいと思っております。ありがとうございました。 
 

[ＰＥＴＳ報告 吾妻一夫会長エレクト] 

３月１７日１８日にＰＥＴＳに参加させていただきました。第一セッションではＲ

Ｉテーマと地区の目標、それから地区管理運営、クラブ管理と会長の責務、地区研修

委員の方針と計画、公共イメージＩＴチーム、会員増強拡大ロータリー情報委員会の

お話、第二部、第三部は分区ごとの分科会、委員長会議というテーマで質疑応答、講

評がありました。何が一番大事かというと、次年度のバリー・ラシン会長は、「イン

スピレーションになろう」ということです。「何か大きな事に挑戦しよう。インスピ

レーションをクラブや他のロータリアンに与えて下さい。自分よりも長く後世に生き

続ける物を生み出すために行動を起こし、意欲を引き出していただきたい」というこ

とをおっしゃっております。その実現にはまず組織づくり必要です。ロータリーは会

員制組織ですので、会員を大事にしなければならないということが２日間のメインかなと思います。クラブの目標

は持続可能性であること。重要な情報をクラブ会員に伝達すること。クラブの予算立案承認監視すること。目標を

達成するために地区指導者と協力する。クラブにおいて地区会合に出席して共有しなければならない。すべての例

会等理事会の議長を務める。ロータリーで全員が最高の経験ができるよう、ロータリーの活動が私たちの生涯を越

え世界に役立っていけるようにすることが普通です。それがロータリーのリーダーとしての私たちに託された仕

事ですとあります。ただ、私たちに出来ることはやっぱり４つのテストだと思います。奉仕する気持ちは難しく考

えるよりも４つのテストをじっくりと考えていけば、何も難しいことは無い、楽しいロータリーになるのではない

かと思います。                              ◆閉 会 点 鐘  会長 


